
 

 

令和 6年度第 3 回多職種連携研修会アンケート結果 
 

○名  称：令和 6年度第 3回多職種連携研修会 

○開催日時：令和 7年 3月 23日（日） 14：00～16：00 

○開催場所：小諸市 ベルウィンこもろ「虹のホール」  

○延べ参加人数： 39名 

 

【アンケート提出者全体の回答数分布】 

 

1.参加事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院

6%
薬局

10%

居宅介護支援事業所

7%

訪問系サービス事業

所

7%

通所系サービス事業

所

20%

介護施設

23%

地域包括支援セン

ター・行政

20%

その他

7%

1

5

3

4

3
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8

1

医師

保健師・看護師

薬剤師

ケアマネ

社会福祉士

事務

介護福祉士・ヘルパー

その他



 

 

3．これまでに、意思決定支援研修会に参加したことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4．あなたは、担当する患者・利用者本人と人生の最終段階の医療・ケアに 

ついて、十分な話し合いを行っていると思いますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

その他の意見 

●住民自身が一人の人間として、自己のALPを考えていく必要性。 

「どう生きたいか、誰と何処で」を考える事の重要性を感じた。以前からの死の準備、教育 

➡ALPへの変換の時代（看護師） 

●まだ、医者の声が大きい。患者さんや家族の方も「先生が無理と言った。施設を探すように言 

われた」という方もいる。医師とのチーム連携が気軽にできるように知ってほしい。 

（社会福祉士） 

●家族がいなく、身寄りのない方の意思決定についての準備。ACPのとりかた（介護福祉士） 

①1回目

46%

②2回目

17%

③3回目以上

37%

①十分行っている

3%
②一応行っている

34%

③ほとんど行ってい

ない

40%

④患者・利用者本人

に関わっていない

20%

無回答

3%



 

 

5．（4）で「十分行っている」「一応行っている」と回答した方  

どのような内容を話し合っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6． あなたが、担当する患者・利用者本人に対し、意思決定支援における 

医療・ケアについて話し合うにあたり、難しいと感じる事は何ですか 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①医療・ケアの内

容や意向

16%

②患者・利用者本

人の気がかりや意

向

19%

③患者・利用者本

人の価値観や目標

16%

④人生最終段階に

過ごせる施設・

サービスの情報

10%

無回答

39%

①意思決定する段階

にあるという状況

を、患者・利用者本

人や家族が理解して

いない

15%
②家族等による患

者・利用者本人への

サポート体制ができ

ていない

17%

③家族等へのサポー

ト体制ができていな

い

5%

④医療・介護従事者

側が知識や経験に乏

しい

22%

⑤説明する時間がと

れない

8%

⑥その他

8%

無回答

25%



 

 

その他の意見 

●ケアマネが中心となっているため、看護師がそこに入るのが難しいか（看護師） 

●身寄りの方が居ない認知症の方（介護福祉士） 

 

7．医療・ケアの方針について、医療・ケアチームの中で意見の相違を感じ
ることがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．（7）で「ある」と回答した方 

 （7-1）：どのような場面やどのような事で意見の相違を感じましたか  

●支援者、専門職の関わりにより、「この人はこういう人だ」と言う決めつけでかかわりを持っ 

てしまう（ケアマネ） 

"●看護師：症状悪化を防ぐ。入浴方法（心不全悪化後）（看護師） 

  介護：今までの習慣に沿った入浴法（看護師）" 

●患者の家族が望む医療とケアチームとの間に差が大きい（看護師） 

●医師とのチーム連携の難しさ（社会福祉士） 

●医療面での対応を優先になってしまうため、一方的な説明になってしまう（社会福祉士） 

●治療方針に対して、患者本人の意向があっていないことがある（薬剤師） 

●多々あります（ケアマネ） 

 

 

 

 

 

①ある

30%

②ない

30%

③患者・利用者本人に

関わっていない

13%

無回答

27%



 

 

 

9．あなたは患者・利用者本人の医療・ケアについて、どのような情報共有 

をすべきと考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．今後、多職種連携研修会で学びたい内容はありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①治療方針などの医

療・ケア情報

27%

②患者・利用者本人

や家族等が希望する

医療やケアを受ける

場所・最期を迎える

場所

32%

③患者・利用者本人

の生きがいや価値

観、目標

38%

④特に情報提供は必

要ない

0%

⑤その他

0%

無回答

3%
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① 意思決定支援の理解について

② 急変時の医療・介護の連携について

③ ACP・看取りの場面で多職種連携について

④ 認知症をかかえている本人・家族の支援に関する

こと

⑤ 入退院時の円滑な連携の方法について

⑥ 薬剤師との連携について

⑦ 関係者間のネットワーク構築方法について

⑧ 口腔ケアについて

⑨その他



 

 

その他の意見 

●精神疾患を抱えている方の支援、障害から介護へ変わった時の支援（社会福祉士） 

 

11．研修会の日時（曜日等）時間は適当でしたか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見 

②選択：AM中の方が頭が良く働くかと思います（介護福祉士） 

③選択：●日曜はちょっと厳しかったです 

●平日を希望 

 

12．本日の研修会について印象に残った内容や感想をご記入ください  

 

●短い時間でしたが、貴重な時間をありがとうございました。その人がどのように人生を締めく 

くるのかを望んでいるのか ACP、これがすべてのケアに関わってくる重要な事と改めて感じま 

した。同時にその支援をすることの困難さも感じました。自分なりにさらに学習したいと思い 

ました（介護福祉士） 

●改めて、自分の意志、認識を表しておくことが大切だと感じました（薬剤師） 

●紹介のあった本により、更に深めたいと思います（看護師） 

●意思決定支援について、色々お話が聞け勉強ができました。意思決定とは、とても難しいなと 

感じました。自分なりに、また勉強していきたいです。（介護福祉士） 

●大変困難なケースでした。とても興味深かったです（医師） 

●状況により、本人の意思をそのまま実現させるべきなのか、そうでないのか、そこから関係者 

①適当, 11

②やや適当, 15

③適当では

ない, 3

無回答, 1



 

 

で検討が必要ということが再確認できた。普段のマネジメントでは、本人の思いを実現するこ 

とに重きを置きがちなので（社会福祉士） 

●ACP構造の理解。物語の大切さを教えていただきました。（介護福祉士） 

●とても勉強になりました。次の研修会があったらまたぜひ参加したいです。明日からの業務に 

いかしていきたいと思います。ありがとうございました。（ケアマネ） 

●大変勉強になりました。ありがとうございました。（社会福祉士） 

●久しぶりに参加し、人生会議の必要性、本人の（価値観）意思決定能力について考える機会を 

持て、大変参考になりました。グループワークで事例を考える事を取り入れたので更に充実し 

た研修となったと思います。事務局の皆様お疲れ様でした。（保健師） 

●本人の意思決定の難しく、必要性、多職種での関係性作りが必要だと感じました。（薬剤師） 

●認知症を抱えているご本人への意思決定支援（介護福祉士） 

●ありがとうございました。（ケアマネ） 

●具体的な事例から考えていくのはよかったと思う。ただ、話を聞くだけでなく、考えながらで 

きて良かったと思う（介護福祉士） 

●前回や前々回より、より細かく深いところまで考える事ができました。難しくなってきていま 

すがとても勉強になります。ALPとか ACPのカードを作って受診の時に一緒に持っていこう 

と思いました。施設の利用者さんとレクでカードを作ってみようと思いました。ありがとうご 

ざいました。又参加させていただきます（介護福祉士） 

●ACPがもっと身近に感じるように進んでいけばよいと思いました（介護福祉士） 

●小規模多機能で介護の仕事をしています。要支援の方も何人かおり、それくらいからもしく 

は、それ以前から利用者様と語り合っていく必要があるなと感じました。本日はありがとうご 

ざいました。（介護福祉士） 

●意思決定について、ACPの書き換えについて等、大変参考になりました。ありがとうございま 

した。（ケアマネ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


